
 

 

 

 
 

 全国学力・学習状況調査（その２ 数学） 

今回は、４月 17日（木）実施の全国学力・学習状況調査の数学問題について考えます。数

学の問題は大問９問、６以降が大問に設問が２～３問ある設定です。トータル 15問中、知識・

技能を問う問題が９問、思考・判断・表現を問う問題が６問でした。 
 

 数学の問題から  
                                                             

知識・技能を問う問題は、「１ 素数」「２ 文字式」「３ 三角形の外角」「４ 一次関数

の増加量」「５ 度数分布表における相対度数」等です。これらは一問一答形式です。 

 ６以降は、最初の設問で知識・技能を問い、その後思考・判断・表現の設問へと発展します。 

今回は、６と８の問題について考えます。 

まず求められる力は、問題文を流れに沿って

読み取り、何を問われているかを確実につかむ

必要があります。 

(1)の設問は、「連続する２つの３の倍数の和

は、いつでも９の倍数になる」という予想が正

しいかを検証します。計算するとすぐに正しく

ないことが分かります。６と９の和なら９の倍

数になりません。代入してみることです。 

(2)の設問は文字式の変形の仕方が分かるか

どうかが大切です。結菜さんと太一さんの式の

変形の違いをつかむことです。６𝑛＋３までは

同じですが、そこから２つの変形になります。 

普段の授業では結菜さんの変形３(2𝑛＋１）は

すぐに出てくるかもしれませんが、太一さんの

２(3𝑛＋１)＋１の考え方は、授業の中で様々な

式の変形に触れていないと出てこないし、この

式の意味も理解できないかもしれません。 

答えが一つでない多様な考えに触れること

が大切です。太一さんの考え、２の倍数＋１で

絶えず奇数になることに気付けるかです。 

(3)は連続する３つの３の倍数は常に９の倍

数であるかを検証します。(1)(2)が理解してい

れば、簡単にできると思います。 

 

文部科学省の解説には、「成り立ちそうな事

柄を予想し（思考）、予想した事柄が成り立つか

どうかを判断（判断）し、成り立つ理由や成り立たない理由を数学的に説明すること（表現）、

さらに、問題の条件を変えるなどして、統合的・発展的に考察することが大切である」とあり

ます。日常で単に問題を解くだけでなく、考えを深めるために他の解き方も考えてみることを

繰り返す必要がありそうです。         ※（３）問題省略、（ ）は校長加筆 
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８の問題は、電車での走行距離と運賃の

関係の表からグラフ化したものです。スタ

ジアムがＣ駅とＤ駅の間にあり、駅が新設

されるという設定です。２つの数量の関係

を関数だと判断することが大切です。 

(1)はグラフからＣ駅とＤ駅の距離を読み

取る問題です。グラフの縦軸、横軸が何を表

しているかが分からないと回答できません。 

(2)は新駅がＡ駅から 60 ㎞のところに新

設される、料金がいくらになるかを予想す

る問題です。ここで大切なのは問題文の「Ａ

駅からの走行距離と運賃のグラフにおいて

原点にある点Ａから点Ｅまでの点が一直線

上にあるとして考えました」の部分です。一

直線上＝比例と考えられるかです。 

そして、この問題はいくらになるかの答

えを求めていません。「求める方法を説明し

なさい」となっています。まさに思考して、

表現することです。数学では、答えを出すこ

とは重要ですが、その答えの導き方がいか

に大切かを言っています。 

 文部科学省の解答例では、「グラフを用い

ること」「式を用いる」「表や数量を用いる」

の３つを挙げています。数学的には一つの

答えを求めることも大切ですが、そこに至

るまでいくつもの求め方や考え方があるこ

とを意識する必要がありそうです。  

 

昨年度、全校朝会でおつりの計算の話を

し、令和６年度校長室だより第 39号にも書

きました。参考までにホームページに再度

掲載します。 
 

このほかにも確率の問題、平行四辺形の

証明問題など、身に付けた知識・技能を生か

して、思考力・判断力・表現力を発揮しない

と問題は解けないと思います。思考力・判断

力・表現力を高めるには、日頃からじっくり

考えてみる習慣が必要だと思います。 
 

じっくり考える子どもにするためには、自ら問題を解決していこうとする力、最後まで諦め

ずにやり抜く力など、数値化が難しい、見えない力＝非認知能力の育成が重要だと言えます。

どこかの CM で聞いたことはありませんか。「それは、認知能力と非認知能力～…。」 

非認知能力の育成についても後日校長室だよりでお知らせします。 
 

国立教育政策研究所ホームページ URL  https://www.nier.go.jp/25chousa/25chousa.htm 


